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本研究は、老化や老年病の制御因子としての核内受容体の働きに着目し、標的因子や共役因子

の解明など作用メカニズムを解明し、個体や臓器の老化における役割を解明することを目的とし

ている。 

その主な研究成果として、１）ビタミンＫがステロイド・薬物レセプターＳＸＲを介して骨にお

けるコラーゲンなどの細胞外マトリックス蛋白誘導を促進することを見出し、ビタミンＫの新しい

作用機構を明らかにした、２）エストロジェン受容体標的因子であるリンクフィンガー蛋白Ｆｆｐ

が、乳癌の新たな予後因子となることを示した。３）前立腺がん促進におけるアンドロゲンの標的

としてアミロイド前駆体を同定した等の成果が評価される。研究成果の学術的価値及び関連分野へ

の波及効果ともに期待通り研究が進展したと評価できる。 
 
 
 
 
 
 

 


